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Ⅰ．序

本稿では，戦略マネジメントの分野における，認知に注目した研究について概観するとともに，

認知マップという手法の可能性について展望する．近年，戦略論において，経営者の意思決定の背

後にある，推論のしかたや知識構造といった認知に注目する実証研究がなされている．たとえば，

アニュアル・レポートや経営者の見解が書かれた出版物，あるいはインタビューデータなどを分析

対象として，特定の概念について言及された頻度を分析するものや，経営者が環境，戦略，業績等

の因果関連をどのように見ているのかを認知マップという方法で表すものなどである．日本の経営

学の分野において，認知マップを用いた研究はまだ少ないが，欧米では，認知マップを用いた研究

が数多く行なわれている．eìÑÑ（NVVM）は，戦略マネジメントの分野における認知に注目した実証

研究を紹介し，この分野において，どのようなことがテーマとして扱われているかを示すとともに，

方法論としてのマッピング・メソッドについて，包括的に検討している．また，t~äëÜ（NVVR）は，

それまでの認知的なアプローチをした研究を，知識構造という視点から，包括的にレビューしてい

る．本稿は，eìÑÑ（NVVM）やt~äëÜ（NVVR）などの知見をもとに，戦略マネジメントにおける認知

的アプローチによる既存研究のテーマや方法論について概観する．

本稿の構成は以下の通りである．Ⅱ節では，戦略マネジメントの分野における認知的アプローチ

の研究の流れについて，レビューする．Ⅲ節では，t~äëÜ（NVVR）のレビューを通じて，知識構造

の視点から，これまでの認知的アプローチの研究におけるテーマや方法論の分類について，概観す

る．Ⅳ節では，eìÑÑ（NVVM）による認知マップの分類についてレビューを行い，認知マップの強み

や弱み，研究における注意点などについて，考察する．最後に，Ⅴ節では，本稿の総括をするとと

もに，今後の当該分野における有望なテーマについて展望する．
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Ⅱ．認知的アプローチの既存研究

この節では，これまでの戦略マネジメントにおける認知的アプローチについて，jáåíòÄÉêÖ（NVVU）

の視点を参考にしながら，先行研究をレビューする．jáåíòÄÉêÖ（NVVU）は，戦略マネジメントを

NMのスクール（学派）に分けているが，そのひとつとして，認知に注目するものをコグニティブ・

スクールとしている．コグニティブ・スクールは，さらに Oつの流派に分かれるといっている．ひ

とつは，より実証主義的で，世界を客観的にとらえる流派である．もうひとつは，世界を主観的に

とらえる解釈主義的な流派である．客観的にとらえる流派は，さらに認知のバイアスに関する研究，

戦略的認知に関する情報処理の視点の研究，そして，心がどのようにして知識構造をマッピングす

るのかという研究があるとしている．以下では，本稿が注目するマッピングが，その流派として含

まれる，客観的にとらえる立場について，もう少し詳細に見てみる．

意思決定の主体である経営者の認知バイアスに関する研究は，数多く行なわれ，一定の成果をあ

げている．そういった経営者の認知バイアスに関する研究は，それまでの認知心理学の意思決定に

おけるバイアス研究から，多くの知見を得ている．その代表的な研究として，h~ÜåÉã~åI=aKI=pçäîáÅI

mKI=qîÉêëâóI=^KI=ÉÇëK（NVUO）があり，不確実性のもとでの意思決定におけるバイアスについて，実験

による実証研究をベースに，包括的に検討している．彼らは，不確実性のもとでの意思決定では，

合理的行為者を想定した規範的なやり方よりも，ヒューリスティクスと呼ばれる簡便法が用いられ，

そのために一定のバイアスが生じるとしている．代表的なバイアスの例は，代表性

（êÉéêÉëÉåí~íáîÉåÉëë）のバイアス，利用しやすさ（~î~áä~Äáäáíó）のバイアスなどである．経営者の認

知に関する研究では，たとえば，pÅÜïÉåâ（NVUQ）は，認知心理学や行動的意思決定理論における

研究をレビューし，戦略的意思決定のプロセスの各段階において，生じ得る認知的バイアスについ

てまとめている．彼は，eçÑÉê=C=pÅÜÉåÇÉä（NVTU）やjáåíòÄÉêÖ（NVTS）などの先行研究をもとに，

戦略的意思決定におけるプロセスを，目標形成（Öç~ä=Ñçêãìä~íáçå）L問題識別（éêçÄäÉã=áÇÉåíáÑáÅ~íáçå），

戦略的選択肢の生成（ëíê~íÉÖáÅ=~äíÉêå~íáîÉë=ÖÉåÉê~íáçå），そして評価と選択（Éî~äì~íáçå=~åÇ=ëÉäÉÅíáçå）

という Pつの段階に分類した．そして，実験やフィールドでの事例研究から得られた知見をもとに，

それぞれの段階で生じえる，プロセスとしてのバイアスと，それによって生じる結果としての現象

についてまとめている．プロセスとしてのバイアスの例としては，アナロジーによる推論，代表性，

コミットメントの拡大，などがあげられている．そして，そのプロセスの結果として，問題の過度

な単純化，選択肢から生じる結果のあやまった推論などが生じるとしている．同時に，彼は，不確

実であり，複雑で，曖昧な戦略的意思決定のプロセスにおいて，認知的なバイアスは，単純に有害

とはいえず，機能的な側面もあると指摘している．たとえば，選択肢を評価する際の認知的なバイ

アスは，選択肢の結果についての評価を過大評価させるが，意思決定者の戦略に対する自信とコミッ

トメントを高めることによって，実行段階での成功のチャンスを増やすという面も考えられると

いっている．pÅÜïÉåâ（NVUQ）は，h~ÜåÉã~åI=aKI=pçäîáÅI=mKI=qîÉêëâóI=^KI=ÉÇëK（NVUO）などの，実験
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という方法をもちいて発見されたバイアスについて，経営の現場という実際のフィールドにおいて

確認することの重要性を強調している．彼らは，戦略マネジメントの分野における意思決定のバイ

アス研究にとって，実験とフィールドという方法は，相互補完的なものとして，並行して行なわれ

るべきであると主張している．

pÅÜïÉåâ（NVUQ）のような認知バイアスの研究は，経営者が意思決定の際に，このようなバイア

スがありえると自覚することで，より良い意思決定を可能にするであろう．戦略的意思決定のプロ

セスにおける認知バイアスの研究は，実践的にも貢献できる内容である点で，一定の成果をあげた

といえるだろう．

次に，方法としてのマッピング・メソッドを使用した研究について見てみる．jáåíòÄÉêÖ（NVVU）

は，コグニティブ・スクールの中で，ひとつ，広範にわたって合意されていることは，戦略的認知

に本質的に不可欠なものは，知識を系統づける心的構造の存在であることだといっている．それら

は，スキーマ，フレーム，スクリプト，メンタル・モデル，プラン，マップなど，多様な言葉で表

現されてきた．その中で，マップという言葉は，心的構造そのものを指すとともに，それを，いわ

ゆる認知マップなどの方法で表されたものにも使われる．マップは，心的構造を，まさに地図のよ

うにわかりやすく可視化しているものであり，その使いやすさ，わかりやすさのゆえに，多くの実

証研究を生んできたと考えられる．

経営学の分野ではないが，^ñÉäêçÇ（NVTS）は，意思決定の実証分析に，認知マップという手法を

本格的に導入したもので，政策決定における意思決定者の因果関係の見方についてなどを分析して

いる．^ñÉäêçÇ（NVTS）以後，戦略マネジメントの分野でも，認知マップを用いて，経営者の因果関

連の見方，原因帰属のしかたなどについての研究が数多くなされた．たとえば，k~ê~ó~å~å=C=c~ÜÉó

（NVVM）は，因果マップという認知マップの手法を用いて，戦略的意思決定者の認知プロセスを時系

列的に分析している．彼らは，アドミラル社というテレビメーカーが衰退していくプロセスにおい

て，経営者の環境，戦略，業績等の因果関連に関して，経営者がどのように認知しているのかとい

う因果マップが，どのように変化していったのかを分析している．k~ê~ó~å~å=C=c~ÜÉóは，アドミ

ラル社の衰退の主な原因は，アドミラル社の経営者の因果マップがシンプルすぎるという，戦略策

定のプロセスの脆弱さにあるとしている．彼らは，理論的インプリケーションとして，因果マップ

は，戦略を生み出した認知プロセスにさかのぼり，企業の衰退を原因を議論することを可能にする

と主張している．従来の戦略論では，企業の業績悪化や衰退の原因は，間違った戦略にあるという

説明することになるだろう．しかし，認知マップは，誤った戦略を生み出してしまう，戦略策定の

プロセスとしての経営者の認知という，前段階での議論をすることを可能にしている．

eìÑÑ（NVVM）は，戦略マネジメントの分野において，認知マップを用いた研究が増えたことを背

景に，認知マップについて，適用されるテーマや，方法としての認知マップについて，包括的に議

論している．本稿では，Ⅳ節にて，eìÑÑ（NVVM）における認知マップについてのレビューを行い，

方法としての認知マップの可能性について考察する．
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Ⅲ．知識構造に関する研究の分類

認知的アプローチによる研究にとって，主要なテーマのひとつが，スキーマやフレームなどの名

で呼ばれてきた意味づけや解釈のための枠組みである．t~äëÜ（NVVR）は，それらの枠組みを知識

構造と呼び，それまでの研究を，包括的にレビューし，テーマや方法について分類を行なった．こ

の節では，t~äëÜ（NVVR）をレビューすることで，知識構造に関する既存研究の全体像を概観する．

経営者や組織における知識構造に関する研究は，NVUM年代ころからさかんに行なわれた．ナイ

サーが NVST年に認知心理学（`çÖåáíáîÉ=mëóÅÜçäçÖó）を著してから，それまでの刺激－反応の実験

に代表されるような心理学が転換期を迎え，知識構造やスキーマといった概念が，心理学者に注目

されるようになっていったという．経営学における認知に関する研究は，産業組織心理学，組織行

動論，組織論，戦略論などのそれぞれの領域において，行なわれたため，何が明らかにされたのか，

何が課題になっているのかといったことについて，領域を超えて見られることはなかった．そのた

め，様々な概念が用いられ，いってみれば，共通の専門用語やパラダイムなしに行なわれてきた．

用いられた概念は，スキーマ，フレーム，テンプレート，認知マップ，フレーム・オブ・レファレ

ンス，解釈スキーマといったものである=N）．t~äëÜ（NVVR）は，このように様々な用語を用いて行

なわれてきた認知の視点からの研究を，知識構造という言葉を用いて，分類することを試みている．

知識構造とは，情報を解釈し意味づけるためのメンタル・テンプレート（ãÉåí~ä=íÉãéä~íÉ）である

という．kÉáëëÉê（NVTS）は，メンタル・テンプレートの働きを，pmppのようなコンピューターソ

フトのフォーマット・ステートメント（Ñçêã~í=ëí~íÉãÉåí）になぞらえている．コンピューターソフ

トのフォーマット・ステートメントは，それによって，情報を秩序付け，解析することで，データ

を解釈することを可能にする．知識構造は，それによって，われわれが情報を解釈し，意味を付与

するものである．t~äëÜ（NVVR）は，知識構造は，その「内容」と「構造」という視点からとらえ

ることができるという．さらに，彼は，それまでの知識構造に関する研究を，その「表象」，「形成」，

「利用」という Pつの属性によって，分けることができると主張している．また，知識構造に関する

研究の分析レベルとして，「個人」，「集団」，「組織」，「業界」に分類できるといっている．表 Nは，

t~äëÜ（NVVR）が，知識構造の「内容」について，「表象」，「形成」，「利用」という知識構造の属性

の軸と，「個人」，「集団」，「組織」，「業界」という分析レベルの軸で，まとめたものである．

t~äëÜ（NVVR）は，知識構造の研究におけるテーマの分類に加えて，組織における認知にアプロー

チするためのメソドロジーについても，分類を試みている（表 O参照）．彼は，認知にアプローチす

る分析方法の分類の次元として，N）調査において観察・記録する主体と，O）感応尺度か，非感応

尺度かの Oつの次元を用いている．

N）組織における認知に関する研究で用いられてきた用語についての詳細は，t~äëÜ（NVVR）の í~ÄäÉ=NI=`çÖåáíáçå

áå=çêÖ~åáò~íáçåëW=qÜÉ=ä~åÖì~ÖÉ=çÑ=ã~å~ÖÉãÉåí=íÜÉçêóを参照されたい．
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表 1　知識構造の内容に関する既存研究

分析レベル 表象（oÉéêÉëÉåí~íáçå） 形成（aÉîÉäçéãÉåí） 利用（rëÉ）

個人（áåÇáîáÇì~ä）

理論研究 ^êÖóêáë=~åÇ=pÅÜ∏å=ENVTUF _ÉííÉåÜ~ìëÉå=~åÇ=jìêåáÖÜ~å=ENVURF ^ëÜÑçêíÜ=~åÇ=cêáÉÇ=ENVUUF

`óÉêí=~åÇ=j~êÅÜ=ENVSPF _êáÉÑ=~åÇ=açïåÉó=ENVUPF _~êåÉë=ENVUQF

j~êÅÜ=~åÇ=páãçå=ENVRUF `~äÇÉê=~åÇ=pÅÜìêê=ENVUNF _íáÉÑ=~åÇ=açïåÉó=ENVUPF

páãçå=ENVRRF aÉ~êÄçêå=~åÇ=páãçå=ENVRUF aÉkáëá=Éí=~äK=ENVUQF

dáåëÄÉêÖ=ENVUVF aìÜ~áãÉ=~åÇ=pÅÜïÉåâ=ENVURF

dê~ó=Éí=~äK=ENVURF aììçå=Éí=~äK=ENVUPF

e~êêáë=ENVVPF cÉäÇã~å=ENVUNF

pÅÜåÉáÇÉê=ENVUVF dáçá~=~åÇ=j~åò=ENVURF

pÜ~ï=ENVVMF dáçá~=~åÇ=mççäÉ=ENVUQF

háÉëäÉê=~åÇ=péêçìää=ENVUOF=

içêÇ=~åÇ=cçíá=ENVUSF=

içêÇ=~åÇ=hÉêã~å=ENVUTF=

içìáë=~åÇ=pìííçå=ENVVNF=

kçêíÜÅê~Ñí=Éí=~ä=K=ENVUUF=

lDoÉáääó=ENVUPF=

pÅÜåÉáÇÉê=~åÇ=^åÖÉäêå~ê=ENVVPF=

pÅÜïÉåâ=ENVUQI=NVUUF=

pãáêÅáÅÜ=~åÇ=píìÄÄ~êí=ENVURF=

píìÄÄ~êí=ENVUUF=

råÖëçå=Éí=~äK=ENVUNF=

têáÖÜí=ENVUMF=

実証研究 ^ñÉäêçÇ=ENVTSF ^åíÉë=Éí=~äK=ENVUUF= _~êíìåÉâ=~åÇ=oáåÖìÉëí=ENVUVF

_~ëëç=ENVTOF _~êíìåÉâ=Éí=~äK=ENVVOF `Éää~ê=~åÇ=_~êêÉíí=ENVUTF

_áääáåÖë=~åÇ=`çêåÉäáìë=ENVUMF `~äçêá=Éí=~äK=ENVVOF a~ó=~åÇ=içêÇ=ENVVOF

_ä~ÅâÄìã=~åÇ=`ìããáåÖë=ENVUOF e~ìÉåëíÉáå=~åÇ=cçíá=ENVUVF aÉ~êÄçêå=~åÇ=páãçå=ENVRUF

_ç~ä=~åÇ=mÉÉêó=ENVURF äêÉä~åÇ=Éí=~äK=ENVUTF cáçä=ENVUVF

_çåÜ~å=~åÇ=pÜ~éáêç=ENVTSF fëÉåÄÉêÖ=ENVUTF dáåëÄÉêÖ=~åÅä=sÉåâ~íê~ã~å=ENVVOF

_çêã~å=ENVUTF iìêáÖáç=~åÇ=`~êêçää=ENVURF dáçá~=~åÇ=`ÜáííáéÉÇÇá=ENVVNF

`çëëÉêíÉ=~åÇ=^ìÇÉí=ENVVOF j~êâçÅòó=ENVVRF hê~ÅâÜ~êÇí=ENVVMF

`çï~å=ENVUUI=NVMMF m~òó=ENVVQF içêÇ=Éí=~äK=ENVUQF

aÉëÜé~åÇÉ=ENVUSF mççäÉ=Éí=~äK=ENVVMF i∏ïëíÉÇí=ENVVPF

aìêíçå=Éí=~äK=ENVUVF pÅÜåÉáÇÉê=~åÇ=aÉjÉóÉê=ENVVNF iìêáÖáç=~åÇ=`~êêçää=ENVURF

cçêÇ=~åÇ=eÉÖ~êíó=ENVUQF píÉï~êí=~åÇ=i~íÜ~ã=ENVUMF páãçåë=ENVVPF

máåâäÉó=ENVVMF qÜçã~ë=~åÇ=jÅa~åáÉä=ENVMMF píÉêåÄÉêÖ=ENVURF

oçëë=ENVTSF t~ÖåÉê=ENVUTF qÜçã~ë=Éí=~äK=ENVVPF

pÜêáî~ëí~î~=~åÇ=jáíêçÑÑ=ENVUPF t~äâÉê=ENVURF t~äëÜ=ENVUUF

t~ÅâÉê=ENVUNF t~äëÜ=ENVUUF tÉëíÉåÜçäò=ENVVPF

集団（Öêçìé）

理論研究 ^ñÉäêçÇ=ENVTSF cçêÇ=~åÇ=_~ìÅìë=ENVUTF _êçïå=~åÇ=aìÖìáÇ=ENVVNF

_óê~åí=ENVUPF i~åÖÑáÉäÇJpãáíÜ=ENVVOF cçêÇ=~åÇ=_~ìÅìë=ENVUTF

bÇÉå=Éí=~äK=ENVUNF dáåëÄÉêÖ=ENVVRF

häáãçëâá=~åÇ=jçÜ~ãêåÉÇ=ENVVQF t~äëÜ=~åÇ=c~ÜÉó=ENVUSF

mê~Ü~ä~Ç=~åÇ=_Éìáë=ENVUSF=

t~äëÜ=~åÇ=c~ÜÉó=ENVUSF==
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表 1　知識構造の内容に関する既存研究　（続き）

分析レベル 表象（oÉéêÉëÉåí~íáçå） 形成（aÉîÉäçéãÉåí） 利用（rëÉ）

集団（Öêçìé）

実証研究 _ÉååÉíí=~åÇ=`êçééÉê=ENVUTF _~êê=Éí=~äK=ENVVOF _~êê=Éí=~äK=ENVVOF

dáçá~=Éí=~äK=ENVUVF c~ÜÉó=~åÇ=k~ê~ó~å~å=ENVUVF açìÖÜÉêíó=ENVVOF

i~åÖÑÉäÇJpãáíÜ=ENVVOF fë~ÄÉää~=ENVVMF aìííçå=~åÇ=aìâÉêáÅÜ=ENVVNF

oçÄÉêíë=ENVTSF jáääáâÉå=ENVVMF bÇÉå=ENVUUF

t~ÅâÉê=ENVUNF mççäÉ=Éí=~äK=ENVUVF cáçä=ENVVPF

oÉåíëçÜ=ENVVMF jáíÅÜÉää=ENVUSF

t~êÇ=~åÇ=oÉáåÖÉå=ENVVMF k~ê~ó~å~å=~åÇ=c~ÜÉó=ENVMMF

oççë=~åÅäK=e~äÑ=ENVUMF=

pÜÉíòÉê=Éí=~äK=ENVVMF=

pÜä~áã=ENVTSF=

pí~êÄìÅâ=~åÅä=eÉÇÄÉêÖ=ENVTTF=

táäÉåëâó=ENVSTF=

tóÇÉå=ENVTVF=

組織（çêÖ~åáò~íáçå）

理論研究 a~Ñí=~åÇ=tÉáÅâ=ENVUQF dêÉçåïççÇ=~åÇ=eáåáåÖë=ENVUUF _~êíìåÉâ=~åÇ=jçÅâ=ENVUTF

aìåå=~åÇ=dáåëÄÉêÖ=ENVUSF eçéÑä=EN=VVOF _ÉêåëíÉáå=~åÇ=_ìêâÉ=ENVUVF

hêáééÉåÇçêÑÑ=ENVTRF ióáÉë=~åÇ=pÅÜïÉåâ=ENVVOF _êìåëëçå=ENVUOF

iÉîáíí=~åÇ=j~êÅÜ=ENVUUF açååÉääçå=Éí=~äK=ENVUSF

p~åÇÉä~åÇë=~åÇ=pí~ÄäÉáå=ENVUTF o~åëçå=Éí=~äK=ENVUMF

pÅÜåÉáÇÉê=~åÇ=pÜêáî~ëí~î~=ENVUUF pÜêáî~ëí~î~=Éí=~äK=ENVUTF

pÜêáî~ëí~î~=~åÇ=pÅÜåÉáÇÉê=ENVUQF t~äëÜ=~åÇ=råÖëçå=ENVVNF

t~äëÜ=~åÇ=råÖëçå=ENVVNF=

tÉáÅâ=~åÇ=oçÄÉêíë=ENVVPF=

実証研究 açìÖÜÉêíó=~åÇ=hìåÇ~=ENVMMF _~êíìåÉâ=ENVUQF _~êäÉó=ENVUPF

_~êíìåÉâ=~åÇ=cê~åò~â=ENVUUF e~ää=ENVUQF

mççäÉ=Éí=~äI=ENVVMF jÉóÉê=ENVUOF

pãáíÜ=Éí=~äK=ENVVNF=

tÉáÅâ=~åÇ=oçÄÉêíë=ENVVPF=

産業（áåÇìëíêó）

理論研究 ^Äê~Ü~ãëçå=~åÇ=cçêåÄêìå=ENVVQF ^Äê~Ü~ãëçå=~åÇ=cçãÄêìå=ENVVQF ^Äê~Ü~ãëçå=~åÇ=cçãÄêìå=ENVVQF

eìÑÑ=ENVUOF eìÑÑ=ENVUOF cáÉÖÉåÄ~ìã=Éí=~äK=ENVVRF

mçê~Å=Éí=~äK=ENVUVF mçê~Å=~åÇ=qÜçã~ë=ENVVMF eìÑÑ=ENVUOF

péÉåÇÉê=ENVUVF péÉåÇÉê=ENVUVF mçê~Å=~åÇ=qÜçã~ë=ENVVMF

péÉåÇÉê=ENVUVF

実証研究 _~ìã=~åÇ=i~åí=ENVVRF _~ìã=~åÇ=i~åí=ENVVRF cáÉÖÉåÄ~ìã=~åÇ=qÜçã~ë=ENVVRF

`~äçêá=Éí=~äK=ENVVOF dêáéëêìÇ=~åÇ=dê∏åÜ~ìÖ=ENVURF dêáéëêìÇ=~åÇ=dê∏åÜ~ìÖ=ENVURF

dêáéëêìÇ=~åÇ=dêçåÜ~ìÖ=ENVURF= mçê~Å=Éí=~äK=ENVUVF

dê∏åÜ~ìÖ=~åÇ=c~äâÉåÄÉêÖ=ENVUVF péÉåÇÉê=ENVUVF

mçê~Å=Éí=~äK=ENVUVF= v~íÉë=ENVUPF

oÉÖÉê=ENVVMF=

oÉÖÉê=~åÇ=eìÑÑ=ENVVPF=

píìÄÄ~êí=~åÇ=o~ã~éê~ë~Ç=ENVUUF

t~äíçå=ENVUSF=

出所：t~äëÜ（NVVR）
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認知マップは，t~äëÜ（NVVR）の分類では，記録資料分析であり，第三者による非感応の方法と

分類される．t~äëÜ（NVVR）は，知識構造を評価（~ëëÉëë）する際に，研究者にとっての最も大きな

チャレンジは，評価する知識構造が対象者のものであり，研究者自身のものではないということに

対して，どれだけ意識的になれるかであるという．彼は，どの方法にもそれぞれの強みと弱みがあ

り，唯一の優れた方法といえるものはないと主張する．それぞれの方法は，かなりの労力や時間を

要するため，実際には容易ではないものの，研究課題によって，複数の方法を用いることが有効だ

といっている．

Ⅳ．方法としての認知マップ

Ⅱ節でも述べたように，戦略マネジメントの分野では，認知マップという手法を用いた研究が数

多く行なわれた．この節では，方法としての認知マップには，どのようなものがあり，それぞれ，

どのような研究課題に対して有望であるか，またそれらの強みや弱みなど，eìÑÑ（NVVM）のレビュー

を通じて，まとめてみる．前述したように，認知マップという概念は，心的構造そのものを示すと

ともに，手法としての認知マップや，また認知マップという手法によって表されたマップそのもの

についても使用される．

表 2　「組織における認知」の研究アプローチ

記録の主体 感　応 非感応

被験者 《自己申告（ëÉäÑJêÉéçêí）》 《トレース（íê~ÅÉ）》

レパートリーグリッド

jÉ~åëJÉåÇë分析

ペア比較

対象分類（lÄàÉÅí=pçêíáåÖ）

セルフ n　テクニック

mçäáÅó=`~éíìêáåÖ=mêçÅÉÇìêÉ

研究者と被験者 《相互レポート（fåíÉê~ÅíáîÉ=êÉéçêí）》 《隠れた観察者（eáÇÇÉå=lÄëÉêîÉêë）》

エスノグラフィー スピーチ行為分析

戦略前提表面化テクニック

（píê~íÉÖáÅ=^ëëìãéíáçå=pìêÑ~ÅáåÖ=qÉÅÜåáèìÉ）

ビデオテープ分析

非構造化インタビュー 言語（äáåÖìáëíáÅ）分析

準構造化インタビュー

質問表調査

研究者 《研究者による推論》 《鍵となるインフォーマント》

イマジナリー分析

第 P者 《公的な行動（éìÄäáÅ=ÄÉÜ~îáçê）》 《記録資料》

書かれた言説（ëí~íÉãÉåí）の分析 記録資料分析（認知マップ等）

話された言説の分析 写真分析

出所：t~äëÜ（NVVR）より作成
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eìÑÑ（NVVM）は，認知マップは，大きく R種類に分けることができるという．

N）注意，連想，及び重要性を評価するマップ

O）カテゴリーや認知的なタクソノミーを示すマップ

P）影響，因果関係などを示すマップ

Q）主張や結論の構造を示すマップ

R）スキーマ，フレーム，概念的コードを特定するマップ

本稿では，N），O），P）のマップに焦点をあて，eìÑÑの主張を詳細に見てみる．

1．注意，連想及び重要性を評価するマップ

このマップは，以下のことを仮定しているという．

・言葉が使われる頻度は，認知的求心性を反映する

・関連する言葉は群を成し重要なもののテーマを示す

・言葉の使用の変化は，注意の変化と捉えられる

・言葉を並列することは，メンタルな概念間の関連をあらわすものと捉えられる

注意マップは，ヒストグラムや折れ線グラフのような統計的グラフにされることが一般的である．

ヒストグラムは，企業間における比較など，対象間での比較をする場合に適しており，時系列的な

変化を見る場合には折れ線グラフが，よく用いられる．

注意マップの強みのひとつは，研究者の主観や判断の入り込む余地が，相対的に小さいことだと

いう．言及頻度をカウントするタイプのマップは，コード者間での高い信頼性を確保しやすい．ま

た，注意マップは，歴史が長く，政策科学や社会学などにおける多くの研究の蓄積がある．また，

言及頻度をカウントする方法は，統計解析などの数量的な分析を可能にする点も大きな強みとなっ

ている．他方，注意マップの弱みは，分析するテクストのコンテクストに関連して，研究者が，絶

えず検討しなければならないことだという．このような分析でよく使用されるのは，アニュアル・

レポートや，スピーチ，インタビューのデータであるが，それらは，組織の目的や特定の視聴者と

リンクしている．例えば，言及頻度の変化は，本当に注意や理解の変化を表しているのか，組織の

目的や視聴者の変化によるものではないのか，といった問いかけをしていく必要がある．しかしな

がら，言及頻度を分析するというマッピングの方法は，他のマッピングの方法に比較すれば，コン

テクストによる問題はそれほど大きくはない．総じていえば，言及頻度を直接カウントするという

方法は，広い範囲での文書から，方法となるコンセプトを見出すのに礎いている．セプする段階で

は，他の方法を使うことも有効であるという．eìÑÑは，注意マップは，それ以外の方法とペアで用

いられることで，有効性が増す可能性があると指摘している．

2．概念間のカテゴリーや階層の次元（dimension）を示すマップ

概念間のカテゴリー化や階層の次元を示すマップは，以下のことを前提にしているという．
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・思考（íÜáåâáåÖ）は，組織化された記憶からの探索（ëÉ~êÅÜ）と修正（êÉíêáÉî~ä）を伴う

・学習（äÉ~êåáåÖ）はカテゴリー化（Å~íÉÖçêáò~íáçå）を伴う　―古いカテゴリーの修正か，新し

いカテゴリーの形成によって

・ある概念の意味は，主に，他の諸概念とのコントラストから生まれる

カテゴリーを示すマップの典型的な例は，ある業界の企業を，いくつかの重要な軸でグループ化

するものなどである．このタイプのマップを使用すれば，たとえば，戦略グループについて，マッ

ピングすることができる．また，カテゴリーの次元を示すマップの例としては，経営者が，概念間

の階層的定義をどのように捉えているのかを表すものなどである．階層的定義とは，たとえば，

oÉí~áäÉêという概念は，その下位の概念として，oÉí~áäÉê=çÑ=ÖççÇëと oÉí~áäÉê=çÑ=ëÉêîáÅÉëとに分けら

れ，oÉí~áäÉê=çÑ=ÖççÇëの下位概念には，`çåÑÉÅíáçå~êóや dêçÅÉêóなどがあるといったものである．

3．因果関連を示すマップ

因果関連を示すマップは，以下のことを前提にしているという．

・因果の関連づけは，世界がどのように組織化されているのかを理解する主要な方法である．

・原因帰属は，事象についての事後的な（éçëí=ÜçÅ）説明の主要な様式である．

・選択肢のある行為の中から選ぶことは，因果の評価を伴う．

因果関連の，具体的なコード化のしかたであるが，アクセルロード（NVTS）は，以下の Sつの因

果関連に注目した．

・ポジティブな（éçëáíáîÉ）影響

・ネガティブな（åÉÖ~íáîÉ）影響

・影響なし

・不確定な（しかしゼロではない）影響

・ポジティブではない影響

・ネガティブではない影響

これに加えて，eìÑÑ（NVVM）は，以下の Oつの関係も因果関連コードにできるとしている．

・^は _と同等（Éèìáî~äÉåÅÉ）である

・^は _の例（Éñ~ãéäÉ）である

このことを前提にして，eìÑÑ（NVVM）は，概念間の因果関連の種類について，表 Pのようにまと

めている．

因果関連を示すマップを，意思決定の分析に本格的に導入した ^ñÉäêçÇ（NVTS）は，このマップ

についての強みと弱みを指摘している．因果関連についてのマップの強みは，コード化のフォーマッ

トが，相対的にシンプルであることから，コード者間での信頼性が確保されることだという．逆に，

弱みは，概念の間での相互作用について見逃されやすいことだという．因果マップには，概念と概

念の間でのフィードバックの関連が現われにくいという．Oつの概念の間には相互作用が働いてい
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る可能性があっても，一方の働きかけのみがマップとして示されてしまいがちなところが，大きな

弱みとなっている．また，因果関連の強弱が関係なしに，単純にコード化されてしまうことも弱み

となっている．このような弱みは，コード化のしかたがシンプルであるためであり，コード化の信

頼性が高いという強みと裏腹な関係になっている．

表 3　因果マップにおける概念間の関連についてのコード

LHL ・éçëáíáîÉäó=~ÑÑÉÅí

・Ñ~Åáäáí~íÉ

・~Çî~åÅÉ

・áåÅêÉ~ëÉ

・ã~âÉë=ÄÉííÉê

・ÜÉäé

・éêçãçíÉ

・ÉñéÉÇáíÉ

・ã~âÉ=éçëëáÄäÉ

・ÄÉ=åÉÅÉëë~êó=Ñçê

LÓL ・åÉÖ~íáîÉäó=~ÑÑÉÅí

・ã~âÉ=ÇáÑÑáÅìäí

・ÜáåÇÉê

・Üìêí

・áãéÉÇÉ

・éêÉîÉåí

・áåÜáÄáí

・ÅÜ~åÖÉ=Ñçê=íÜÉ=ïçêëÉ

L L ・ïçå’í=éçëáíáîÉäó=~ÑÑÉÅí

・ïçå’í=ÜÉäé

・ïçå’í=éêçãçíÉ

・ÄÉ=åç=ÄÉåÉÑáí=íç

EÅçåëíêìÅí=åÉÖ~íáîÉë=çÑ=LHL=~ÄçîÉF

L L ・ïçå’í=~ÑÑÉÅí=åÉÖ~íáîÉäó

・ïçå’í=Üìêí

EÅçåëíêìÅí=åÉÖ~íáîÉë=çÑ=LÓL=~ÄçîÉF

LãL ・~ÑÑÉÅí=áå=ëçãÉ=åçåòÉêç=ï~ó

・ëçãÉÜçï=~ÑÑÉÅí

・áå=ëçãÉ=ï~ó=~ÑÑÉÅí

LML ・Ü~îÉ=åç=ÉÑÑÉÅí=çå=

・Ü~îÉ=åç=êÉä~íáçå=íç

・Çç=åçí=ã~ííÉê=Ñçê

LZL ・ÄÉ=Éòìáî~äÉåí=íç

・ÄÉ=íÜÉ=ë~ãÉ=~ë

・ÄÉ=ÇÉÑáåÉÇ=~ë

L�L ・ÄÉ=åçí=íÜÉ=ë~ãÉ=~ë

LÉL ・ÄÉ=ãÉãÄÉê=çÑ=

・ÄÉ=~å=Éñ~ãéäÉ=çÑ=

・ÄÉäçåÖ=íç=ëÉí

LÉLL ・ÄÉ=åçí=~=ãÉãÄÉê=çÑ

○H

○Ó
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4．小括

以上，認知マップという手法について，eìÑÑ（NVVM）のレビューを通じて，まとめた．これまで

使用されてきた認知マップは，大きく R種類に分類することができ，それぞれに強みや弱みを持っ

ている．これまで非常に多く用いられてきた注意マップや因果マップの特徴は，コード化のしかた

が，相対的にシンプルであることから，高い信頼性を持っていることだといえるだろう．他方，そ

の信頼性の高さを生み出しているシンプルなコード化のルールがゆえに，妥当性に関しては，個別

の研究ごとに，慎重に検討する必要があるだろう．さらに，文字数のカウントや，因果関連のコー

ド化といったルールについての妥当性だけではなく，分析対象についての検討もクリティカルであ

る．注意マップや因果マップの分析対象としては，アニュアル・レポートや，経営者の見解が書か

れた出版物，あるいはインタビューデータなどが用いられてきた．こういったものにおける文章が，

はたして，経営者の認知を反映しているものなのか等については，慎重に検討されなければならな

い．たとえば，アニュアル・レポートでの経営者の見解は，あくまで株主に対する説明であるかも

しれない．経営不振の本当の要因は，別のものであると考えていても，株主に対して，不況などの

外部要因のためであるといっている場合も考えられる．このような問題については，個別の研究に

おいて，その分析対象のコンテクストについて，十分に検討をすべきであろう．

以上のように，分析対象の妥当性など，注意すべきことはあるが，高い信頼性が確保できる認知

マップという手法は，今後も，戦略マネジメントの分野において，有効な手法であると考えられる．

戦略家の心（ãáåÇ）のなかという，実態のとらえにくい研究分野において，認知マップという手法

は，研究者の間で共通の方盤を持った実証研究を重ねる道を開いたといえるだろう．

Ⅴ．まとめと展望

戦略マネジメントの分野において，経営者や経営組織の認知に関して，認知マップやフィールド

における事例研究等による実証研究が数多く行われ，ひとつの大きな流れを形成するに至っている．

eìÑÑ（NVVM）は，マッピング・メソッドを，戦略マネジメントにおける有望な実証研究の方法のひ

とつとして位置づけた．jáåíòÄÉêÖ（NVVU）は，認知的アプローチによる戦略マネジメントの流派を

「コグニティブ・スクール」と呼び，認知バイアス研究を中心として，一定の成果を認めている．

経営学における知識構造に関する研究は，t~äëÜ（NVVR）が指摘するように，組織行動論，産業

組織心理学，組織論，戦略論などの様々な分野で，統一されない様々な用語や枠組みを用いて，そ

れぞれの分野で得られた知見を，効率的に援用しあうことなく進められてきた．この問題に対し，

t~äëÜ（NVVR）は，それまで，フレーム，スキーマなどの多様な言葉で表現されてきた解釈枠組み

について「知識構造」という概念を用いて，それまで行なわれた研究を，知識構造について，「内

容」と「構造」という大きく Oつのテーマに分類した．さらに，「内容」と「構造」のそれぞれに，

「表象」，「利用」，「変化」という Pつの軸で，分類を行なった．加えて，分析レベルとして，「個人」，
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「集団」，「組織」，「業界」という Qつに分けることで，それまでの知識構造に関する研究の包括的な

分類を試みた．彼の研究は，組織行動論，組織論，戦略論などの分野で，それぞれ別個に行なわれ

てきた研究について俯瞰できるマップを提供してくれた．彼の研究成果は，知識構造の研究におい

て，どのようなテーマが今後の課題となるのかを検討する上で，有効な示唆を与えてくれたといえ

るだろう．

これまで見てきたように，欧米では，経営者や組織の認知に注目した実証研究が数多く行なわれ

ているが，日本企業を対象としたものは，今のところ，非常に少ない．また，対象として，トップ

の認知に注目したものがほとんどで，トップ，ミドル，ロワーなどの階層を視点としたものも，あ

まり見られない．認知的アプローチにとって，日本企業を対象とするものや，階層という視点から

分析するものなどは，今後の有望な分野といえるだろう．今後の課題として，知識構造に関する研

究分野において，具体的にどのようなテーマが有望であるか，先行研究をさらにセプりしながら，

探っていきたい．
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